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1．はじめに1 

日本の高齢化はさらに昂進し，それに伴う高齢ドライバ

ーの数も増加の一途をたどっている．平成 29 年度の日本

における 65 歳以上人口比率は 27.7％，中でも 75 歳以上人

口が 13.8％である 1）のに対し，75 歳以上の運転免許保有

者数は約 513 万人（平成 28 年度時点）であり，75 歳以上

人口の 3 人に 1人が免許を保有している状態となっている

2）．健康な高齢者であっても行動特性，認知特性の変化は

複雑かつ多層的であって決して単純ではなく 3），とりわけ

複雑な熟達的行動，高次かつ複合的な迅速な意思決定が求

められる運転行動において，認知的加齢の影響を多様な視

点から検討していくことが求められている．自動車運転に
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ついては，純粋な運転操作，運転行動のみではなく，日常

的な生活活動の中での実際の運転活動の観点から，ユーザ

＝ドライバー自身の視点からみえる運転という課題を丹

念に検討・理解していくことが，今後さらに高齢化が加速

する社会での安全・安心な交通社会を築いていく上で極め

て重要と考えられる． 

実際の日常的生活活動での運転を考えた場合，そこに関

わるのは車両の運転操作という単一の課題ではない．特に

近年各種サービスの情報モバイル化が進む中，車内での活

動としても，実際の運転動作以外に，カーナビゲーション

システムやオーディオ機器，さらにエアコンといった車載

機器の操作も「運転中に行いうる活動」として，存在して
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要  旨 

自動車運転と加齢の関係を検討するため，実車を用いたより日常的な状況で，車載機器操作ならびに

その模擬運転操作との二重課題状況下での加齢変化について，実験により検討した．高齢者 20 名と大学

生 7 名の参加者は，車載機器操作（エアコンパネル）と模擬運転操作をそれぞれ単独に行い，十分に習

熟した後に二つを同時に行う二重課題実験を実施した．その結果，両年齢群で課題達成の低下がみられ

たが，特に高齢者の成績低下が大きく，とりわけ二重課題状況下での模擬運転課題の成績が低下した．

実験時の行動･発話分析から，車載機器操作により多くの注意が向けられており，そこからの注意の切替

えに大きな加齢効果が存在する可能性が示された． 

Abstract 

A purpose of this article is to examine aging effect under dual-task condition: an air conditioner panel task (ACP) 

and a driving simulation task (DS). Seven undergraduate students and 20 older adults participated. First, they 

performed the ACP and the DS respectively up to learn them enough. Second, they performed those tasks under dual-

task-condition. The achievement rates of both ages dropped under dual-task-condition, especially older adults’ 

achievement rates of the DS were much lower. Speech and behavioral data indicated that older adults paid more 

attention to the ACP and they were difficult to switch from the ACP to DS. These results suggest that aging effect 

appeared on the attention and task-switching performance.  
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いる． 

車載機器は，個々の操作単体のみを考えれば，１回ない

しは数操作で終了するシンプルな課題と考えられがちだ

が，複数の機器それぞれに複数の操作部が設定され，そこ

で求められる操作のデザイン方式も多岐にわたるため，実

際の課題としてはさほど単純ではない．しかし，日常運転

場面では，多くのドライバーはこれらの車載機器を運転操

作と同時または相前後して利用・操作している．例えば，

カーナビに表示される進行方向の確認やフロントガラス

のデフロスト機能の利用などは，目的とされる機能からも，

運転操作と同時に行なわれうるものの代表的事例であろ

う．こうした車載機器の運転動作中の操作は，運転動作と

機器操作を同時に，または細かい時間単位で切り替えなが

ら行うことが求められ，いわゆる二重課題状況を生み出し

ていると考えられる． 

二重課題（dual task）あるいは課題切替（task switching）

は，長らく知覚・認知心理学の実験室の中でさまざまに研

究がなされてきており，そうした課題状況下での課題遂行

は，一般に，それぞれの課題を単一で行う場面よりも，課

題成績が低下することが指摘されている 4）5）．課題成績の

低下のメカニズムについては，心理的不応期（psychological 

refractory period: PRP）に関する研究などから，人間の情報

処理過程には直列にしか情報を処理できない過程が存在

し，その過程がボトルネックになることから 2 課題目の情

報の処理が遅延されるという考え方が代表的である 4）6）が，

この一つのモデルで様々な二重課題，課題切替での状況が

説明できるか否かについては，さらに検討が必要である． 

一般的に二重課題状況下での課題成績の低下は，各実験

課題における反応潜時の長さとして現れ，各課題の単一で

の課題実施時に加算される潜時の形で得られる．加えて，

これら課題切替を含む二重課題状況での課題成績低下に

ついては，多くの研究において，若年者と高齢者を比較し，

後者での課題低下が極めて大きいことが報告されている 7）

8）．すなわち高齢者は若年者に比べ，単一に課題を行った

場合の課題成績に比べ，二重課題状況下での刺激反応への

潜時がより長くなると考えられている 8）9）． 

こうした反応潜時の長期化は，運転中の二重課題状況を

考えるとき，大きな事故につながりうるリスク要因である．

実際に，一般にこうした二重課題の危険性は広く知られて

おり，運転中の携帯電話利用を制限する法的制限，あるい

は車両走行中はカーナビの画面操作の一部機能が操作不

能になる仕様など，一部に対策が施されている．しかし，

従来のこうした対策は「広く一般の運転者」を対象とし，

実際には若年成人層の課題達成状況を規準として検討さ

れてきたものが多いのではないか． 

そのように考えると，実験室課題では二重課題状況での

課題成績低下が大きいと報告されている高齢者について，

運転者における運転時二重課題状況，具体的には「運転者

にとって，運転中に車載機器を利用する二重課題事態」を

とりあげて，二つの課題成績の低下が特に高齢者において

どの程度生じうるのか，そこに加齢変化がどのように現れ

ているのかについて，より明確にしていく必要があると考

えられる． 

このように健康な加齢であっても，ヒトの認知的課題達

成には加齢変化が影響を与えていると考えられるが，同時

にその変化は単純な神経科学上の加齢変化をそのまま反

映しているのではなく，特にメタ認知的な要因から｢リス

クを減らすなどの独自の目標状態に向けて，目標設定や方

略を変更する｣といった変化も強く見られてくる 3）．実際，

高齢者の運転行動調査においてしばしば見受けられる，

「雨の日は運転しない」「夜は運転しないようにしている」

といった方略への言及は，高齢者のこうしたメタ認知的変

化の一環と考えられる 10）．一般に二重課題事態は日常生活

においてもあふれていることから，もし高齢者が自分自身

の二重課題状況での課題達成低下についてメタ認知を明

確に所有しているならば，その認識を基盤として，何らか

の方法で二重課題状況下での課題達成低下問題に対して，

高齢者独自の方法で対応を行っている可能性も考えられ

る．そうした側面も含めて，高齢社会での安全な運転行動

のために，高齢者の二重課題状況下での行動特性を，より

具体的に現場の状況に即して，理解し対策を検討する必要

があると考えられる． 

実際，実験室環境下で心理学実験課題を用いた二重課題

状況に関しては加齢の影響について多くの知見が得られ

ている．しかし，特に高齢者においては実験室環境での実

験課題での反応と，よく見知った親近性の高い課題におけ

る反応とは大きく異なる可能性があり，こうした傾向は，

特に機器操作･利用に強く見られる．たとえば高齢者は新

奇な IT 関連機器に対して，「自分にはわからないもの」と

とらえ，不安などから機器との主体的な相互作用や利用の

抑制とその結果としての学習が抑制されることがある 11）．

一方で，日常的に利用経験があり，既存知識のある機器カ

テゴリーに対しては，その機器固有の操作エラーは生じる

ものの機器利用の抑制の傾向は見られないなど，｢自分が

触れたことがない｣対象機器への操作・態度から大きく異

なる特性が見られる．したがって，実験室環境での実験的

な課題での検討は，高齢者にとって特異な環境下での新奇

な機器利用場面でありうるために，本来の目的である高齢

者の二重課題状況下での課題達成について，課題達成の過

小評価をするなど，意味のあるデータが得られない可能性

があるといえよう． 

そこで本研究では，運転活動における二重課題として，
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限りなく日常場面に近い環境を構築して日常的な機器利

用場面を想定してもらうことで，その中で自動車運転時に

おける二重課題に対する反応特性への加齢効果を検討し

ていくことを目的とする．すなわち，本研究では，高齢者

が自動車運転時に二重課題状況の中で行なう可能性が高

い機器利用における操作パフォーマンスの特性を検討す

ることを目的とし，実際の車両を用いた日常的実験状況を

設定し，日常的な二重課題状況下での（模擬）運転操作と

機器操作の課題達成における認知的加齢の影響を明らか

にするために実験を実施した．ここで，運転操作について

は｢実際の運転｣ではなく模擬運転とした理由として，実験

自体が持つリスクの高さを考慮したためである．不安全な

状況になりうる実車走行中の二重課題状況を実験者の教

示により導入することは，研究倫理上，大きな問題がある．

運転シミュレータの導入も考えられたが，通常の研究室に

導入可能な自動車運転シミュレータでは，逆に車載機器の

操作・デザインにおいて｢日常的な状況｣の再現が難しい2．

こうした研究状況を鑑み，本研究では，二重課題のうち，

1）車載機器操作は実際の車両を利用することにより，日

常的な運転活動の環境を設定し，2）運転活動については，

ディスプレイ上に示される模擬信号に従って，青信号の場

合は提示される矢印記号にあった方向に方向指示器を操

作し，赤信号になったならばブレーキを踏んだ後に事前に

教示提示された車載機器操作を行う，という模擬運転課題

を行う，という二重課題状況を設定した． 

ところで，本研究において日常的な課題設定を重視する

根拠としての既存知識は，特定の機器操作について熟達し

ているという個別機器に関する操作学習の有無ではなく，

｢この機器はどういう機能を持つもの｣で「これを操作すれ

ば，おおよそこのような効果が得られる」といったメンタ

ルモデルとしての「より一般的な知識」の側面である 3)．

そのため逆に，特定の機器デザインの利用経験の有無が剰

余変数として導入されることは避けるため，｢誰も利用し

たことがない操作デザイン｣のしかし一般的な機能を有す

る車載機器（ここではエアコン操作パネル）をとりあげた． 

したがって具体的には，本研究の実験では，まず，実際

の車載エアコンのパネル操作，擬似的な運転操作を模した

運転シミュレート状況下でのブレーキペダル，方向指示器

の操作課題をそれぞれ単体で行なう単一課題状況で各課

題の操作を学習した．次に，両課題を同時に行う二重課題

状況として，車両走行時と非走行時との課題切替を模擬的

実施する模擬運転状況下での二重課題を行い，課題達成の

                                                                 
2 実車を利用した運転シミュレータの利用は極めて高額

であり，今回の研究においては利用ができなかった． 
3主観報告によりエアコンパネルを操作する頻度を 4 件法

（1：操作したしたことがない，2：滅多に操作しない，

比較を行った． 

二重課題状況下では，運転操作及び，機器操作のパフォ

ーマンスの低下が予測され，高齢者はその低下が顕著にな

る可能性がある．しかし，こうした変化は実験室課題のよ

うに反応時間を正確に測定することが必ずしも容易では

なく，また反応時間のみから得られる情報は必ずしも多く

はない．そこで，本実験では，二種課題における操作パフ

ォーマンスについて，定量的，定性的の両面から検討する

ことを目的とし，日常的な活動ならではの影響について検

討した． 

 

2. 方法 
2.1 参加者 

筑波大学「みんなの使いやすさラボ」に登録している高

齢者 20 名（男性 11，女性 9；平均 71.3 歳，標準偏差 5.2），

大学生 7 名（男性 3，女性 4；23.0 歳，標準偏差 1.3）であ

った．高齢者 20 名は Mini-Mental State Examination（MMSE）
12)の得点が 26 点以上であった． 

大学生 1 名を除くすべての参加者は，個人で乗用車を所

有し，週 1 回以上の頻度で運転をしていた3．すべての参加

者は本研究で利用した車両を運転した経験はなく，また，

車両に搭載されたエアコンパネルの利用も初めてであっ

た．すべての参加者は，本研究の課題実施前に，発話思考

について教示を受け，発話思考の練習を行っていた． 

2.2 装置 

ステーションワゴンタイプの車両を駐車場に駐車した

状態で，実験に用いた．車両は車止めにより走行できない

よう固定されていた．実験課題はエアコン稼動や方向指示

器などの操作が実際に機能するよう車両をパワーオン状

態にし，駐車した状況で実施された．車両に搭載されたエ

アコンパネルは，回転／押下／スライド操作が可能なダイ

アル状操作部および，押下可能なボタン部があり，加えて

現在のエアコンの作動状況を表示する液晶ディスプレイ

が設置された構成であった．加えて，温度操作のみステア

リングのスポーク部に操作ボタンが設置されていた． 

模擬運転課題のために，ダッシュボード前方に 8 インチ

のタブレット端末を設置し，タブレット PC 端末画面の中

央には信号機を模した画像が表示された．信号機を模した

画像は，青色／黄色／赤色と変化し，信号画像の上下には

矢印が表示された．参加者の操作行動，エアコンパネル画

面，タブレット PC 画面を記録するため，車内にビデオカ

メラ 1 台とアクションカメラ 2 台を設置し，動画データを

3：時々操作する，4：ほぼ毎回操作する）によりを確認

したところ，1（操作したことがない）の参加者はおら

ず，平均値は 3.4 であった． 
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記録した． 

2.3 課題 

2.3.1 エアコンパネル操作課題 エアコンの個別機能 8 種

を調整する個別課題（A/C，風量，風量ほか），およびエア

コンの複数の機能を同時に操作する複合課題 5 課題（例

「風量のメモリを 4 にして温度を 23 度，風の向きを上半

身と足にする」）が用意された．個別課題は，ダイアル状操

作部の操作が必要な課題（温度，風量，風向，曇取り（ボ

タンでも操作可），曇取り 2），ボタン操作が必要な課題

（A/C，風量 OFF），ステアリングボタンの操作が必要な課

題（手元）であった．複合課題は，ダイアル状部操作及び

ボタン操作の組み合わせが必要な課題であった．複合課題

は単一課題より複雑な課題であったが，各複合課題は，そ

れ以前に実施した個別課題の操作を組み合わせることで

達成できた．課題では，参加者はエアコンパネルを操作し，

実際にエアコンをその状態にすること（機器に対する操作

に加えて，エアコン情報表示画面で確認する）が求められ

た．これらの課題のうち，10 課題（個別課題 8，複合課題

2）をエアコンパネル操作の単一課題状況で用いた．残り

の 3 課題はエアコン操作課題と模擬運転課題を同時に行

う二重課題状況で用いられた．二重課題で用いられた複合

課題は，複合課題 1 が A/C，温度設定，複合課題 2 は風量

設定，風向設定，複合課題 3 は A/C，風向調整であった．

すべての課題実施順序は，全参加者で同一であった． 

2.3.2 模擬運転課題 運転席前のダッシュボードに設置さ

れたタブレット PC 画面には，刺激として信号機と矢印が

表示され，それに従った反応を「できるだけ早く正確に行

なう」ことを求める模擬運転課題が自作された．参加者は，

タブレッド上の信号が「黄／赤」表示の時にブレーキペダ

ルを踏み，「青」ではブレーキから足を離すよう求められ

た．また同時に，「青」表示中は，画面上に表示される矢印

に従って，表示された矢印方向に，方向指示器を出し，矢

印が消えると方向指示器を元に戻すよう求められた．タブ

レット上に表示される信号機は「赤」表示から開始し，「青」

へと変化してから 18 秒経過した後，「黄」を 2 秒提示し，

「赤」へと変化した（赤時間，10 秒）．全体では「赤」か

ら「赤」へ変化する周期は 30 秒であった．予測による反

応を防ぐため，黄色信号表示を除く「赤」「青」表示時間は

ランダムに±1 秒変動した． 

信号が「青」表示の時，信号機の上下のいずれかに，左

右どちらかを指した矢印が提示された（3 秒）．模擬運転課

題中は，参加者には，信号が青色の時は「自動車が進んで

いる」と考えて，矢印が提示されている時は矢印方向に曲

がっていくこと，信号が黄色，赤色の時は止まらなければ

                                                                 
4 単一課題は，1～2 手順で達成可能な課題であったた

め，介入が必要であった場合でも，介入の後，概ね 1～2

ならないのでブレーキを踏むように，と教示され，「実際

に運転している場面を想定する」よう求めた． 

2.4 手続き 

実験は個別に行われた．参加者は来室後，実験の概要説

明を聞いた上で文書による実験参加への同意を表明した

後，実験を開始した．参加者が運転席に，実験者が助手席

に乗車した，実際に自動車を発車する際に必要な予備動作

を参加者が行った後，P ポジションスイッチが点灯してお

り，パーキングブレーキペダルが踏まれた状態で実験を開

始した．実験は単一課題条件（エアコンパネル操作課題，

模擬運転課題の順），二重課題条件の順番で行われた． 

最初のエアコンパネル操作課題の単一課題条件の前に，

日常的なエアコンパネル操作場面を想起してもらうこと

を目的として，「いつも行っているようにエアコンを利用

する」よう教示を行い，参加者はできる範囲内で自らが思

いつく操作を行った．その後，単一課題として，エアコン

を指定した状態に操作する課題を行った．参加者には，各

課題が課題用紙に印字された形で提示され，参加者は課題

文を読み上げた後に開始した．操作課題の終了は，参加者

が「できました」と発話するまでとしたが，いずれの操作

課題も 3 分間の制限時間が設けられた．操作課題を達成で

きなかった場合（3 分経過，または不正解状況で参加者が

終了を報告した場合）は，実験者による介入が行われ，正

解操作の手がかり，または正解操作が口頭で説明され，各

課題は，参加者が自身で達成できるまで，繰り返し実施さ

れた4． 

次に，模擬運転課題の単一課題条件として，まず参加者

は模擬運転課題の説明を受け，操作練習を行った．操作練

習は実験者が操作方法を説明しながら，本試行と同じ課題

を赤－青－赤の 2 周期にわたって行った．参加者は，課題

中，実際に運転していることを想定して操作するよう教示

された．模擬運転課題開始時に，実際の運転状況下である

ことを想定しやすくする目的で，参加者は両手でステアリ

ングをつかみシートベルトを装着した．その後，実験者が

提示した課題文を読み上げ，課題を開始した．模擬運転課

題の習熟を統制するため，「信号画像が赤―青―赤に切り

替わる 1 周期において，1 回も操作エラーがない」という

学習基準を設け，それが到達されるまで，練習が実施され

た（エラーが発生しなかった場合は，最小実施回数として，

赤―青―赤を 3 周期実施した）． 

学習基準到達後，二重課題条件下での課題が行われた．

二重課題条件では，模擬運転課題を行いながらエアコン操

作課題を 3 課題（複合課題）実施した，参加者には，模擬

運転課題を実際の運転操作と考えるよう再度教示を行っ

回の試行で達成された． 
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た上で，模擬運転課題を開始する前に，提示されたエアコ

ン操作課題の課題文を読み上げ，参加者自身のペースで両

課題を開始した．模擬運転課題中の青信号の間は方向指示

器操作を行い，黄信号・赤信号の間はブレーキ操作をした

上でエアコン操作を行うよう求められた．二重課題状況下

でも，単一課題のエアコンパネル操作と同様に，エアコン

操作が終わった段階で参加者は「できました」と口頭で答

えたところで課題を終了とし，短い休憩をはさんで次の課

題に移った．単一課題でのエアコンパネル操作課題 10 課

題（複合操作 2 課題を含む），二重課題をエアコンパネル

操作 3 課題（いずれも 3 課題）については，高齢者であっ

ても必要な機器操作が十分に学習できること，またとりわ

け高齢者参加者の疲労によるパフォーマンス低下を考慮

して，予備的な実験から設定された． 

なお，参加者は実験を通じて，発話思考を行うよう求め

られた．実験全体はおよそ 30 分で終了した． 

 

3. 結果 
3.1 単一課題条件  

二重課題での成績低下を検討するために，まず各年齢群

の単一課題での達成成績について検討を行った． 

3.1.1 エアコンパネル操作課題 

 エアコンパネル操作課題は，制限時間内（3 分）に自力

すなわち実験者による介入なしにエアコンを操作して指

定された課題目標状態に設定できた場合に課題成功とし

た．各年齢群における課題達成率（パス比率）を図 1 に示

す．図 1 では，個別 8 課題，複合 2 課題が課題実施順に示

されている．課題進行に従って操作方法の学習が進み，達

成率が上昇しているか否かを検討するため，課題全体を 2

ブロック（温度変更から複合課題 1 までを前半，手元送風

から曇取り 2 課題までを後半）に分けて，年齢群（2：高

齢者，大学生）×課題ブロック（2：前半，後半）を要因と

する 2 要因混合計画の分散分析を行った．その結果，課題

ブロックと年齢群のそれぞれの主効果が有意であった

（F(1, 25) = 4.51, p = .044, η2 = 0.15; F(1, 25) = 7.35, p = .012, 

η2 = 0.23）が，両要因の交互作用は有意ではなかった（F(1, 

25) = 1.56, p = .224, η2 = 0.05）．すなわち，課題後半の達成

率は前半よりも高く，高齢者より大学生群で高かった． 

図 1 を見る限り，前半・後半それぞれの中の項目によっ

て，加齢の効果のあり方が異なる可能性が示唆されたため，

各課題の学習における認知的加齢の効果を確認する目的

で，各課題の達成頻度に年齢による差が見られないか，課

題ごとに Fisher の直接確率法による達成頻度の比較を行

                                                                 
5 年齢×課題の交互作用は得られなかったが，多重比較

を行ったところ，課題の前半では，大学生と高齢者の間

に達成成績の差が得られ（t(25) = 2.83, p = .009, Cohen’s d 

った．その結果，課題前半に行われた「風量」調整と「風

向」調整課題において，高齢者のほうが大学生より達成が

低い傾向にあった（p = .075; p = .057）．後半の 5 課題では

いずれも年齢群間で差は認められなかった5． 

次に課題の達成にかかった時間（秒）を要因として，達

成率と同様に，年齢群（2：高齢者，大学生）×課題ブロッ

ク（2：前半，後半）を要因とした 2 要因混合計画の分散

分析を行ったところ，課題ブロックの主効果のみ有意であ

った（F(1, 23) = 5.60, p = .027, η2 = 0.24)．年齢の主効果な

らびに両者の交互作用は有意ではなかった（表１）． 

大学生は「風量」以外の課題で達成率が 100％を維持し

ており，高齢者に比べ課題の負荷が異なっていた可能性も

ある．ただし，後半の課題では，高齢者と大学生の成績に

差がなくなっていることから，高齢者においても単一課題

実施により，操作方法を十分に学習できたと考えられる． 

3.1.2 模擬運転課題 

 模擬運転課題の学習の様相を検討するため，習熟基準

（赤―青―赤の 1 周期をエラー操作なしに実施する）を達

成するまでの回数を算出し，年齢群ごとに比較した．ブレ

ーキ及び方向指示器の状況はビデオデータより取得した．

エラーは，操作が 1 秒以上遅れた場合，および誤操作と定

義した．高齢者群では平均 2.90 周期（標準偏差 1.65）（平

均所要時間 1 分 27.0 秒，標準偏差 49.5 秒）で習熟基準に

達成，一方で大学生群では平均 1.29 周期（標準偏差 0.76）

（平均所要時間 38.7 秒，標準偏差 22.8 秒）でエラー操作

なしに課題をこなすことができるようになった．高齢者よ

= 1.46），課題の後半では差の傾向が得られた（t(25) = 
1.94, p = .064, Cohen’s d = 1.05）． 

表１ 単一課題：エアコン課題の平均所要時間と標準誤 

（単位 分秒） 

温度 AC 風量 風向 複合1 手元 風量OFF 複合2 曇取り 曇取り2
1:00 0:30 1:27 0:37 1:06 0:31 0:59 0:45 0:33 0:42
(0:31) (0:10) (0:29) (0:16) (0:15) (0:05) (0:14) (0:07) (0:06) (0:16)
0:38 0:47 1:29 0:41 0:24 0:12 0:09 0:21 0:17 0:19

(0:22) (0:25) (0:49) (0:25) (0:03) (0:02) (0:02) (0:03) (0:05) (0:06)
大学生

高齢者

図１ 単一課題：エアコンパネル操作課題の達成率 
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り大学生のほうが短い周期で習熟基準に達成したことが

統計的にも有意であった（t(25) = 2.47, p = .021, Cohen’s d = 

1.26）．高齢者群の方が学習には時間を要したものの，大学

生群と同程度の技能は獲得されうることが示された． 

 

3.2 二重課題条件下での２つの課題成績 

3.2.1 課題達成率の検討 

次に，二重課題条件下での課題達成について検討を行っ

た．二重課題実施時に，模擬運転課題への不安などから高

齢者 2 名が実施辞退を申し出たため，以下の分析では高齢

者群 18 名を対象とした．まず，二重課題状況での課題達

成を両課題を同時に成功した場合と定義とした．すなわち，

エアコン操作課題については，単一課題条件と同様にすべ

ての指定された設定条件に正しく調整でき，また模擬運転

課題は，1 回も操作間違いを起こさなかった場合に達成と

した．両者は課題特性が異なるため，等価な達成基準を定

めることは容易ではないが，特に模擬運転課題については，

実際の運転行動と考えた場合，操作エラーは重篤な問題に

つながる可能性があるため，このような厳しい基準によっ

て判断を行った． 

まず両課題とも達成した割合（表２）に年齢群の効果が

得られるか，課題ごとに Fisher の直接確率法による比較を

行ったところ，すべての課題で高齢者より大学生の達成率

が高かった（課題 1，p = .015;課題 2，p = .002;課題 3，p 

= .005）．また，課題ごとの達成率に差が得られるか年齢群

別に Cochran の Q 検定により検討したところ，高齢者，大

学生ともに課題間に差が認められた（高齢者 Cochran’s Q = 

8.86, p = .012; 大学生 Cochran’s Q = 8.00, p = .018）．それぞ

れ多重比較を行ったところ，高齢者では，課題 1 の達成率

が課題 3 より低かった（p = .031）が，大学生については課

題の効果が認められていたものの，多重比較の結果では課

題間に有意な差は得られなかった． 

次に二重課題状況下でのエアコン操作課題と，模擬運転

課題の達成率をそれぞれ検討した．まず，二重課題状況下

でのエアコンパネル操作課題の達成割合に年齢群で差が

得られるか，Fisher の直接確率法による比較したところ，

課題 1 で高齢者より大学生のほうが高い傾向が得られた

が（p = .070），課題 2，課題 3 では年齢群間の差は得られ

なかった．さらに，大学生と高齢者のそれぞれでエアコン

                                                                 
6 有意水準の修正は Holm 法により行った 

パネル課題間での達成率に差がみられるか，また，単一課

題条件における同等の複合課題（複合 2）の達成率との間

に差が得られるかを確認するために，課題 1，課題 2，課

題 3，単一課題の複合 2 課題を対象に，Cochran の Q 検定

を行ったところ，高齢者，大学生共に課題間に差が得られ

た（高齢者 Cochran’s Q = 32.64, p < .001; 大学生 Cochran’s 

Q = 9.00, p = .029）．年齢群ごとに多重比較を行ったところ，

高齢者でのみ課題間で有意な差が見られ，課題 1 より課題

2（p = .001），課題 3（p < .001），および単一課題の複合 2

（p < .001）の達成率が高かった6．大学生については課題

の効果は得られていたが，多重比較の結果では課題間の有

意な差は見出されなかった． 

模擬運転課題についても，年齢群間で各課題の達成割合

を Fisher の直接確率法により検討を行った．その結果，す

べての課題で高齢者より大学生の達成成績が高かった（ps 

< .01）．大学生と高齢者のそれぞれで，課題間の達成率の

相違を Cochran の Q 検定を行ったところ，高齢者でのみ課

題間に差の傾向が得られた（Cochran’s Q = 5.43, p = .066）

が，課題間で多重比較を行うと，課題間で達成率に有意な

差は得られなかった． 

 

3.2.2 二重課題状況下でのエラーの様相：ビデオデータ，

発話データによる質的分析 

このように，課題達成率で見ると，高齢者は大学生より

も二重課題条件下での課題成績が大きく低下しており，そ

の影響は特に模擬運転課題に強く見られていた．そこで，

高齢者の模擬運転課題について，二重課題状況下において

どのようなエラーが生じていたのかを検討するため，エラ

ー場面をビデオデータに基づき以下のように分類し，カウ

ントした（表３）： 

（a）よそ見：エアコンパネル方向に顔（視野）が向い

ており，エアコン確認･操作中にタブレット画面に現れ

た刺激を見逃す，または検出が遅れたために反応が遅

れる（2 秒以上の遅れ）， 

（b）遅れ：タブレット画面方向に顔（視野）を向けて

いるが，刺激呈示後の反応が遅れる（2 秒以上反応がな

表２ 二重課題状況での課題達成率 

課題1 課題2 課題3 課題1 課題2 課題3 課題1 課題2 課題3

高齢者 0% 28% 33% 17% 83% 94% 11% 28% 39%
大学生 43% 100% 100% 57% 100% 100% 71% 100% 100%

両課題とも達成した率
エアコンパネル操作課題

を達成した率
運転シミュレート課題

を達成した率

表３ 二重課題状況下での模擬運転課題におけるエラ

ー種別発生数．カッコ内は標準偏差を示す 

よそ見 遅れ 誤操作
高齢者 5.00 3.50 1.11

(7.27 ) (3.55 ) (1.49 )
大学生 0.43 0.14 0.00

(0.79 ) (0.38 ) (0.00 )

単位は回数

エラーの種類
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い）， 

（c）誤操作：刺激に対する操作を間違える． 

 

各カテゴリーのエラー発生頻度に対する統計的検定を

行う際，大学生群にはほとんどエラーが見られないため，

高齢者群のみを対象に，エラー種類（3 水準）を要因とす

る Friedman 検定を行った．その結果，水準間に差が得られ

た（χ2 (2) = 11.66, p = .003），Wilcoxon の符号付き順位検定

により多重比較を行ったところ．「よそ見」エラー数は「遅

れ」エラー数（Z = 2.65, p =.040），「誤操作」エラー数（Z 

= 3.13, p =.008）よりも多かった7． 

次に，高齢者群の二重課題状況下での模擬運転課題にお

いて，こうしたエラーが起きている要因・メカニズムを明

らかにするため，二重課題実施時の発話を検討した．発話

の書き起こしをした後，その内容がエアコン課題に関する

ものであるか，模擬運転課題に関するものであるかを分類

し，カウントを行った（表４）．その結果，エアコン課題の

目標状況に関する発話（例：「で，えーあー26 度にする」）

が多数得られたのに対して，模擬運転課題に関する発話は

「風の向きは足，よし，あ，曲げるの（註：方向指示を出

すことの意）忘れた」「26 度にしてください，あっ，赤だ

よ」など，エアコンパネル操作の最中に模擬運転課題の変

化に気づいたという発話，「あれ，（方向指示器）戻してな

いの」（左に方向指示器を出すために操作したがすでに左

に方向指示器が操作されており，操作できなかった）「あ，

踏みっぱなしだ」（信号が赤から青に変わったがブレーキ

を踏み続けていた），さらに模擬運転課題の変化を 1 回見

落とし，次の変化時点で気づくなど，見落としに関する発

話が多く確認された8． 

こうした発話カテゴリーに基づき発話回数を検討する

ため，発話された用語頻度（表４）を対象に，Wilcoxon の

順位和検定を行ったところ，高齢者はエアコンパネル操作

に関係する用語の発話（「○○度（温度）」「風量２」「風の

向き」など）は，模擬運転課題に関係する用語の発話（「赤」

「踏む」「ウインカー」など）より多く生じていた（Z = -

2.12, p =.034)．大学生についても同様の差の傾向が得られ

た（Z = -1.841, p = .066）． 

以上から，こうした二重課題状況下において，相対的に

                                                                 
7 有意水準の修正は Holm 法により行った 
8 これに対し，単一課題状況下では，エアコンパネル操

作や模擬運転課題操作の学習過程であったため，課題内

エアコン操作に注意が向けられている状態にあること，特

に高齢者は，エアコンパネルを視野に入れて作業を行って

いる間に，模擬運転課題における信号変化を見落とすエラ

ーが増加した可能性が示された． 

 

4. 考察 
本研究の目的は，運転活動における加齢の影響を検討す

るために，より日常的な場面での二重課題の課題達成にお

ける認知的加齢の影響の現れ方を検討することであった．

そのため，実験では，実車内で，できるだけ日常的な利用

場面を想定しながら，車載エアコンパネル操作課題と模擬

運転課題を同時に行うという二重課題状況で認知的加齢

の効果を検討した． 

単一課題状況下での課題の達成・学習は，大学生と高齢

者の間で初期の学習度合いに差はみられるものの，後半の

課題では若年者と統計的な差が見られない程度までは学

習がなされていた．特に全員にとって｢初めて見る｣デザイ

ンであったエアコンパネル操作課題についても，課題初期

には若年者に比べ高齢者で操作課題達成率が低かったが，

課題後期ではどちらの年齢群も同様に操作方法の学習が

なされていた．模擬運転課題においても同様に，課題事態

を学習する早さの差は見られたが，最終的に学習自体は両

群で同様になされたものと考えられた．したがって本研究

で用いた機器操作ならびに模擬運転課題実施技能そのも

のについては，少なくとも単一課題として課題を行う場合

には，一定程度以上の水準で課題達成ができるレベルであ

ったと考えられる． 

しかし，エアコンパネル操作と模擬運転課題の両者を同

時に課し，模擬信号が示す状況設定に応じて課題を切り替

えながら行う二重課題状況下では，各課題の達成成績やエ

ラーの発生状況が異なり，その程度の大きさに若年成人群

と高齢者群の間に差が観察され，従来の先行研究 7）8）9）が

実験室内での人工的な実験課題間で示してきた「二重課題

状況下では認知的加齢の効果が大きく現れる」という結果

を支持した．すなわち，より日常的な課題状況においても，

二重課題で示される加齢の影響は観察されることが示さ

れた点において，本研究の結果は一つの重要な意味を持つ

ものと考えられる． 

本研究で得られた結果では，まず，二重課題状況下での

課題実施の初期，特に初回の課題においては，年齢群を問

わず，パフォーマンスの低下が生じた．その低下は，高齢

者で大きく，初回の課題で両課題を達成できた高齢者は

0％，大学生は 43%であった．しかし，大学生は 2 課題目

容を確認する発話，自身の操作確認に関する発話などが

得られていた． 

平均値 標準偏差 中央値 平均値 標準偏差 中央値

高齢者 5.45 5.62 4 4.05 9.45 1
大学生 3.86 3.13 5 1.57 1.98 0

単位は語数

エアコンパネル操作関係語 模擬運転課題関係語

表４ 二重課題状況下での発話に含まれた用語の頻度 
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以降，両課題を達成する割合は 100％となり，二重課題状

況下でも単一課題条件下と同様に，エアコンパネル操作課

題と模擬運転課題の両課題を確実に達成できることを示

した．これに対して，高齢者群においては，2 課題目以降

においても両課題を同時に達成できたのは 30％前後にと

どまった． 

興味深いことに，高齢者においてもエアコンパネル操作

課題においては，特に 1 課題目での成績が低く，2 課題目

以後での成績は上がっており，特に 2 課題目以後の成績は

（エラーが 0％ではないものの）統計的には単一課題条件

下での課題達成と有意な差がないことが示された．一方，

模擬運転課題では，二重課題条件下での成績が２課題目，

３課題目になっても上昇せず，結果的に高齢者では，両課

題の同時達成における課題内での変化が見られない結果

となった． 

こうした二重課題状況における課題成績の変化を見る

と，二重課題状況下に移行した際に，何らかの新たな学習

が必要であり，そこに年齢差が現れてきている可能性が考

えられる．二重課題での新たな学習要素としては，それま

での単一課題条件下において課題ルールや機器操作とい

った課題内容についての学習は既に終えていることから，

二重課題状況で，2 つの課題を同時に達成するための認知

的リソースの配分や課題切替えのために必要とされる新

たな認知的制御のための学習を行っている可能性が考え

られよう．  

単一課題条件，二重課題条件のいずれの条件下において

も，初期の課題においては，両年齢群で達成率が低いこと，

特に二重課題条件下において，既に十分に学習されたと考

えられたエアコンパネル操作課題の達成率が若年成人に

おいても一旦低下していたことについては，インタフェー

ス・デザインと加齢との関係性が持つ二面性における「デ

ザインの悪さに関するユニバーサルデザインの原則」13) 14)

が示された一例と考えられる．本実験において用いられた

エアコン操作パネルはユニークなデザインによるもので

あり，全ての参加者にとって「初めて操作するエアコンパ

ネル」であった．そこに存在するデザイン上の問題は年齢

群を問わず，人－人工物間の相互作用の問題を発生させて

おり，すなわちどのような年齢のユーザであっても「使い

にくい」要素があったことを示している．このデザイン上

の問題は，二重課題条件下での実施においてもさらに｢何

らかの新しい要素｣についての学習を必要としたために，

年齢を問わず二重課題条件下での課題低下が示されたと

考えることができる． 

その一方，加齢と人工物デザインの関係性がもつ二面性

では，人にとって「使いにくいデザイン」に対峙した際，

若年成人は「自力で乗り越えていく」ことができるのに対

し，高齢者は自力では問題を乗り越えることが困難である

ことを主張している 15）．本研究の結果においても，単一課

題条件下で示された大学生の学習の早さ，ならびに二重課

題状況下においても初回の課題で成績が低下していた大

学生が，2 回目の課題以降は急激に成績が回復したことが

このインタフェイスの二重性に示される「高齢者における

学習問題」の側面が関与していることを示唆しているとい

える． 

ここで高齢者が示す結果の中に，二つの特徴があること

に注意しておきたい．一つは，学習により長い時間がかか

るという困難さを示しつつも，本研究のエアコンパネル操

作については，高齢者も学習をしていたことであり，もう

一つは，それにもかかわらず二重課題状況下では若年成人

と同等の課題達成水準には至らなかった，すなわち学習が

できなかったことを示す結果となっているという点であ

る． 

前者については，今回対象となった機器が自動車のエア

コンであり，すべての参加者が日常的な自動車運転経験を

もつことから，その機能や仕組みについてのメンタルモデ

ルをすでに獲得していたことが影響を与えているものと

思われる． 

一方，後者，すなわち二重課題状況下での模擬運転課題，

エアコン操作課題の課題達成については高齢者がうまく

実施できず，課題状況の変化による学習がうまくなされな

かったこと，とりわけそこで同時課題達成の実現を阻んで

いたのが，模擬運転課題のほうであったことに注目をした

い．本研究の二重課題状況では，高齢者の達成成績の低下

において，課題間の非対称性が強く示された．この点は，

本研究が｢日常的活動にできる限り近似させて｣行った二

重課題状況を設定したことで，これまでの実験室的な二重

課題／課題切替の研究とは異なる現象を示しえたものと

考えられる．すなわち，高齢者群の二重課題成績において，

毎回異なる課題が教示で提示されるエアコンパネル操作

課題については，その達成率が課題 2 回目以降，迅速に改

善に向ったのに対し，課題設定は変わらず，外的な刺激に

対して正確に反応を行うことを求める模擬運転課題につ

いては，高齢者の達成率が 2 課題目 29％，3 課題目 39％と

回復の傾向が見られず，大学生群との主たる相違がここに

現れた． 

なぜ，二重課題状況下において，特に模擬運転課題のパ

フォーマンス低下に加齢の影響が顕著に現れ，あるいは二

重課題状況下での高齢者の学習が大きく遅延したのであ

ろうか．本研究では二重課題状況下での模擬運転課題のパ

フォーマンス低下の様子をビデオデータ，発話データを中

心に，質的に分析を試みたことから，高齢者の模擬運転課

題におけるエラーは．特にエアコンパネルを目視している
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い）， 

（c）誤操作：刺激に対する操作を間違える． 

 

各カテゴリーのエラー発生頻度に対する統計的検定を

行う際，大学生群にはほとんどエラーが見られないため，

高齢者群のみを対象に，エラー種類（3 水準）を要因とす

る Friedman 検定を行った．その結果，水準間に差が得られ

た（χ2 (2) = 11.66, p = .003），Wilcoxon の符号付き順位検定

により多重比較を行ったところ．「よそ見」エラー数は「遅

れ」エラー数（Z = 2.65, p =.040），「誤操作」エラー数（Z 

= 3.13, p =.008）よりも多かった7． 

次に，高齢者群の二重課題状況下での模擬運転課題にお

いて，こうしたエラーが起きている要因・メカニズムを明

らかにするため，二重課題実施時の発話を検討した．発話

の書き起こしをした後，その内容がエアコン課題に関する

ものであるか，模擬運転課題に関するものであるかを分類

し，カウントを行った（表４）．その結果，エアコン課題の

目標状況に関する発話（例：「で，えーあー26 度にする」）

が多数得られたのに対して，模擬運転課題に関する発話は

「風の向きは足，よし，あ，曲げるの（註：方向指示を出

すことの意）忘れた」「26 度にしてください，あっ，赤だ

よ」など，エアコンパネル操作の最中に模擬運転課題の変

化に気づいたという発話，「あれ，（方向指示器）戻してな

いの」（左に方向指示器を出すために操作したがすでに左

に方向指示器が操作されており，操作できなかった）「あ，

踏みっぱなしだ」（信号が赤から青に変わったがブレーキ

を踏み続けていた），さらに模擬運転課題の変化を 1 回見

落とし，次の変化時点で気づくなど，見落としに関する発

話が多く確認された8． 

こうした発話カテゴリーに基づき発話回数を検討する

ため，発話された用語頻度（表４）を対象に，Wilcoxon の

順位和検定を行ったところ，高齢者はエアコンパネル操作

に関係する用語の発話（「○○度（温度）」「風量２」「風の

向き」など）は，模擬運転課題に関係する用語の発話（「赤」

「踏む」「ウインカー」など）より多く生じていた（Z = -

2.12, p =.034)．大学生についても同様の差の傾向が得られ

た（Z = -1.841, p = .066）． 

以上から，こうした二重課題状況下において，相対的に

                                                                 
7 有意水準の修正は Holm 法により行った 
8 これに対し，単一課題状況下では，エアコンパネル操

作や模擬運転課題操作の学習過程であったため，課題内

エアコン操作に注意が向けられている状態にあること，特

に高齢者は，エアコンパネルを視野に入れて作業を行って

いる間に，模擬運転課題における信号変化を見落とすエラ

ーが増加した可能性が示された． 

 

4. 考察 
本研究の目的は，運転活動における加齢の影響を検討す

るために，より日常的な場面での二重課題の課題達成にお

ける認知的加齢の影響の現れ方を検討することであった．

そのため，実験では，実車内で，できるだけ日常的な利用

場面を想定しながら，車載エアコンパネル操作課題と模擬

運転課題を同時に行うという二重課題状況で認知的加齢

の効果を検討した． 

単一課題状況下での課題の達成・学習は，大学生と高齢

者の間で初期の学習度合いに差はみられるものの，後半の

課題では若年者と統計的な差が見られない程度までは学

習がなされていた．特に全員にとって｢初めて見る｣デザイ

ンであったエアコンパネル操作課題についても，課題初期

には若年者に比べ高齢者で操作課題達成率が低かったが，

課題後期ではどちらの年齢群も同様に操作方法の学習が

なされていた．模擬運転課題においても同様に，課題事態

を学習する早さの差は見られたが，最終的に学習自体は両

群で同様になされたものと考えられた．したがって本研究

で用いた機器操作ならびに模擬運転課題実施技能そのも

のについては，少なくとも単一課題として課題を行う場合

には，一定程度以上の水準で課題達成ができるレベルであ

ったと考えられる． 

しかし，エアコンパネル操作と模擬運転課題の両者を同

時に課し，模擬信号が示す状況設定に応じて課題を切り替

えながら行う二重課題状況下では，各課題の達成成績やエ

ラーの発生状況が異なり，その程度の大きさに若年成人群

と高齢者群の間に差が観察され，従来の先行研究 7）8）9）が

実験室内での人工的な実験課題間で示してきた「二重課題

状況下では認知的加齢の効果が大きく現れる」という結果

を支持した．すなわち，より日常的な課題状況においても，

二重課題で示される加齢の影響は観察されることが示さ

れた点において，本研究の結果は一つの重要な意味を持つ

ものと考えられる． 

本研究で得られた結果では，まず，二重課題状況下での

課題実施の初期，特に初回の課題においては，年齢群を問

わず，パフォーマンスの低下が生じた．その低下は，高齢

者で大きく，初回の課題で両課題を達成できた高齢者は

0％，大学生は 43%であった．しかし，大学生は 2 課題目

容を確認する発話，自身の操作確認に関する発話などが

得られていた． 

平均値 標準偏差 中央値 平均値 標準偏差 中央値

高齢者 5.45 5.62 4 4.05 9.45 1
大学生 3.86 3.13 5 1.57 1.98 0

単位は語数

エアコンパネル操作関係語 模擬運転課題関係語

表４ 二重課題状況下での発話に含まれた用語の頻度 
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状況で発生し，いわば「よそ見」エラーによるものが最も

多いことが示された．よそ見を伴わない模擬運転課題の操

作の「遅れ」エラーは「よそ見」エラーよりも少なかった

ことから，模擬運転課題における高齢者のエラー率の高さ

は，エアコンパネル操作課題から模擬運転課題への課題切

替の遅延や失敗が影響している可能性が示唆された9． 

また，特に高齢者の発話の分析から，二重課題を構成す

る２つの課題が等価ではなく，エアコンパネル操作につい

ては｢今｣の課題として語られ，模擬運転課題については言

語化して発話に現れる頻度が全体として低いこと，また発

話される場合には遡及的に課題の失敗（制御失敗に関する

意識化）についての発話であったことが示された．ここか

ら，高齢者において少なくとも意識的な問題解決場面の主

たる構成要素は，エアコンパネル操作であり，いわば「注

意を向けられた」存在であった，言い換えれば本研究の二

重課題状況下では，高齢者はエアコンパネル操作課題を重

視して，運転行動にリソースを配分しなくなる（できなく

なる）傾向があったことが示唆される． 

別の解釈可能性として，二重課題状況での特に模擬運転

課題での年齢間の差は，高齢者と大学生でのエアコンパネ

ル操作課題の達成に必要な時間の差によるものであった

可能性がある．二重課題状況下であっても，一度の｢赤信

号の時間｣すなわち模擬運転課題の操作が不要な時間帯に，

一課題に必要なエアコンパネル操作を完了できたならば，

二重課題による認知負荷の影響は非常に小さくなる．大学

生の場合には，そうした「1 回の切り替えの中で課題達成

が終了している」可能性があったであろうか．本研究の模

擬運転課題は，黄色を赤の時間帯が連続して10秒であり，

この 10 秒間は矢印も現れないため，ブレーキペダルを踏

む以外に操作は不要であった．エアコンパネル操作課題を

この 10 秒未満で終えることができるのであれば，模擬運

転課題に注意を払う必要がなく，また，エアコンパネル操

作課題の状況を保持しつつ模擬運転課題を実施する必要

もないため，認知的負荷は非常に小さいと考えられる．し

かし，二重課題状況で用いたのと同等の複合課題（複合 2）

の，単一課題条件下での平均達成時間は高齢者が 45 秒，

大学生は 21 秒であり，いずれの年齢群においても 10 秒を

大幅に上回り，若年成人が「エアコンパネル操作課題を非

常に短時間で終えることができたために」二重課題状況下

でのエラー数が減少したといいう可能性は低いと考えら

える． 

本実験での模擬運転課題は視覚－運動的な，相対的に単

                                                                 
9 課題実施中の発話は高齢者のほうが多く，大学生に比

べて高齢者のほうが発話思考による負荷が高かった可能

性も残る．しかし発話思考の負荷自体が主たる原因であ

るならば，課題切替の方向性を問わず課題達成全体が低

純な課題であり，さらに日常的な運転に近い刺激－操作体

系を反映した課題構成になっていたため，ルールベースの

操作が起きやすい状況にあった．これに対し，エアコン操

作は，温度･風向･風量に加えて霜取り機能なども含め多様

な要素を含んでいること，これまで接したことがないよう

な新しいインタフェース・デザインでの操作を求められた

ために，「何をどうすべきか」という意識的な問題解決が

求められる状況にあり，「使えるようになった」学習後で

あっても，Rasmussen の SRK モデル 16）でいえばいまだ知

識ベースにあったものと考えられる．このように，ルール

ベース（あるいは技能ベース）に操作可能になっている模

擬運転課題と，知識ベースで行うことが必要となるエアコ

ンパネル操作課題の間の二重課題状況が発生した場合，特

に高齢者においては後者に強く注意が向けられて課題間

での注意容量の不均衡が生じ，そのために大きくエラー増

大が非対称的に生じる可能性が示唆されたといえよう． 

こうした現象に加齢が大きく関わる原因については，２

つの可能性が考えられる． 

一つは，知識ベースあるいは意識的に問題解決を行う課

題に対し，「より多くのリソース配分を行おう」とする方

略が特に高齢者に強く生じる可能性である．原田 3）は加齢

に伴う四層モデルとして，「（3）目的/態度/方略/動機づけ」

の要因を指摘している．これは，高齢者が自らの認知的達

成に関するメタ認知や今現在の「自分にとっての」目標設

定などの要因に基づき，現在の問題状況の中で，どのよう

な目標を設定し，どのように対処していくかを「適応的に」

変化させていく可能性を示唆している．そこにはいわゆる

動機づけの変化も伴い，「よりよい成果を得よう」とする

獲得焦点よりも「失敗をしないように」する防御焦点の方

が優先になりがちであるという制御焦点の変化も報告さ

れている 17)．本研究は，高齢者がこうした意識的な問題解

決方略の変更において，知識ベースで実施を行おうとして

いる課題の方が優先させて，その注意配分が大きく偏って

しまう可能性が示唆していると考える． 

実際，本実験における両課題の学習にかかった時間は．

エアコンパネル操作課題では少なくとも 15 分以上であっ

たのに対し，模擬運転課題では長くとも5分程度であった．

また，課題自体の複雑さの差は前述のとおりであり，こう

した状況下で，特に高齢者が自分自身のメタ認知から，学

習経験や課題の難易度，または自身の能力（学習時の達成

率）などを考慮して（例えば，エアコン操作パネルの学習

時間から考えて），間違えたくない，間違えると「学習でき

下するものと考えられ，今回の結果にみる課題間非対称

性との関係性から，発話思考法の負担のみで加齢の影響

の結果を説明することは難しいと考えられる． 
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ない」と思われる，という防衛焦点的な課題達成への動機

づけを増加させるなどのプロセスを経て，エアコンパネル

操作課題に偏重した取り組みを見せ，模擬運転課題への切

替に失敗していた可能性がある． 

もう一つの可能性は，4 層モデルで言えば，「（1）認知的

加齢変化」としている，より基本機能的レベルにおける加

齢変化によって，こうした非対称的な二重課題状況の困難

さが生じていると考えるアプローチである．松室ら 17)は，

高度運転支援システムの一つである ACC（adaptable cruise 

control）システムの学習過程を年齢群間で比較をし，そこ

で観察された｢運転時のふらつき｣と「ACC 設定操作エラ

ー」を，ACT-R によるシミュレーションモデルで検討し，

前者は時間知覚の正確性の低下，後者はワーキングメモリ

の機能低下から説明可能であるとの結果を報告している．

本研究において観察される課題間切り替えの困難さも松

室らの設定した「時間知覚の正確性の加齢による低下」が

関与している可能性があり，それが特に一方向性，すなわ

ちエアコンパネル操作から模擬運転操作への切り替え時

に特化して生じるということが説明可能であれば，こうし

たより要素的な加齢に伴う機能低下が原因と考えること

も可能であると考えられる．今後，シミュレーションモデ

ル化なども含めて検討の可能性があるといえよう． 

 本研究で用いた模擬運転課題は自動車運転操作に類似

しており，「実際に運転をしているように」と考えるよう

教示され，その上で教示により模擬運転課題の重要性を指

示していたが10，高齢者がエアコンパネル操作により多く

の注意を向けて課題を遂行しており．単純化して言えば，

そのエアコンパネル操作課題への注意を，「必要なときに

必要な抑制ができなかった」結果とも考えることができよ

う．しかし，そうした抑制機能低下にのみ原因を帰属して

も，抑制機能という要素的な認知的過程が特定化されてい

る状況ではなく 19)，なぜ特定課題において高齢者にそうし

た抑制機能低下が現れるかの説明が得られていない状況

では，単なる説明概念としての域をでないものと考える．

上記の考察はそうした抑制機能低下の現象を，注意配分の

偏った二課題間での切り替えの困難さとして解明を試み

たものとして，今後さらなる議論に展開をしていく必要が

あると考える． 

なお，本研究の結果は，二重課題状況で，常時，高齢者

が運転課題よりもエアコンパネル操作など車載機器操作

を重視する傾向にある，ということを示すものではない．

原田 3）の 4 層モデルが示すように，高齢者は複数の課題を

実施する際に課題それぞれの重要性や自身の能力に合わ

せて，課題の遂行方略を決定している可能性を示すもので

                                                                 
10二重課題状況の試行を開始する際，運転操作に対する不

安から高齢者参加者 2 名が辞退しており，模擬運転課題が

ある．高齢者は独自の遂行方略を利用しながら，課題の学

習に取り組み，日常にあふれる二重課題状況に対処してい

ると考えられる．こうした高齢者の認知特性とその結果生

じうる特異的な現象について，より多層的な検討の視点を

持ちながら，車載機器利用における加齢の効果の検討を進

めていく必要があるといえよう． 
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